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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 主として大腸菌群細菌の代謝, ことに糖および有機酸の酸化醗酵に対する抗生物質の作用を
論述したもので, 7 章からなっているが, これらほっぎの 3部に要約できる｡
I クロランフェニコールの作用
大腸菌の新鮮菌体もしくは無細胞抽出液によるコ- ク酸, ピルビン酸, 乳酸, 酢酸など多種の有機酸の
酸化分解に対してクロランフェニコール (C P ) はほとんど作用を示さないが, これらの物質からのアル
ファ･ケ トグルタル酸 (α-KGA ) の生産量がC P によって著しく減少することを指摘している｡
一方, ブドウ糖の酸化醗酵の場合にも, C P はα-KGA の生成に対 して顕著な阻害作用を呈することを
証明し, 他方 C Pがクエン酸の生成を促進する新 しい現象を兄いだしている｡ 大腸菌の新鮮または乾燥菌
体, もしくはそれの生育試験のいずれによっても証明できるC P の示す上記の促進効果は, はたしてク
エン酸の生成に対する直接的な作用であるか否かを確かめるために, まずピルビン酸からアセチル リン
酸を生ずる酵素 Pyruvate oxidase および アセチル リン酸 とオキザロ酢酸からクエン酸を合成 する酵素
0Ⅹaloacetate transacetase に対するLC P の作用を吟味し, これらの酵素にはC P が少しも促進効果 を示
さないことを結論している｡
さらに, C P はクエン酸をコハク酸とグリオキシル酸とに分解する酵素 Isocitritase の作用, また大腸
菌の新鮮菌体による α-KGA の酸化的分解 ならびにブドウ糖もしくはピルビン酸のケン気的代謝 をも阻
害しない, いいかえればC Pの呈するクエン酸の生成促進現象は, いわゆるトリカルボン酸 (T C A ) 回
路における酵素系に無関係であることを指摘し, したがって大腸菌による α-KGA の生成はT C A 回路
を経ずにC P に敏感な他の経路によることを推論している｡
つぎに, A erobacter aerogenesによるブドウ糖の好気的醗酵におけるアラニン, ロイシン, バ リンなど
のアミノ酸の生成が C P によって促進される現象を発見したので, C P耐性菌株を使用して比較的多量の
C P の存在で, 培養液中に L -バ リンを特異的に蓄積せしめるバ リン醗酵の実現に成功している｡
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Ⅱ ジヒドロス トレプ トマイシンの作用
大腸菌ならびに Pseudom onas fluorescens に対するジヒドロス トレプ トマイシン(S M )の作用は, ブド
ウ糖およびピルビン酸のケン気的代謝もしくは Isocitritase, 0Ⅹaloacetate transacetase, Pyruvate oxidase
などの酵素の作用に影響を与えないことを指摘 し, したがって CP と同様, s M はT C A 回路における諸
種の酵素系に無関係であるとの結論を下 している｡
しかし, S M はクエン酸の生成に対 して促進効果を示さぬ点, ことに α-KG A の酸化分解 を著しく促
進する新事実を発見 し, S M は CP とその作用機作を異にすることを明らかにしている｡
Ⅲ テ トラサイクリンの作用
クロー ルテ トラサイクリンおよびオキシテ トラサイクリンはいずれも大腸菌による, ブドウ糖, ピルビ
ン酸, コ- ク酸, 酢酸の酸化醗酵産物である α-K G A の生産を著 しく阻害するばかりでな く, クエン酸,
フマル酸, 酢酸などの有機酸の酸化分解に対 して顕著な妨害作用を呈する, しかし各種の脱水素酵素たと
えばα-K G A -, Succinic- および M alic-dehydrogenase の作用は, これらのテ トラサイクリンによって大し
て阻害されないからテ トラサイクリンはケン気的代謝に関与しないこと, また 0Ⅹaloacetate transacetase
作用を少 しも阻害 しない点から, テ トラサイクリンはT C A 回路の多数の酵素系に無関係であるが, おそ
らく酢酸, フマル酸のような末端化合物の呼吸, ことに oxidative phosphorylation system を阻害するも
のとの推論を下 している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は, 細菌の代謝に対する抗生物質クロランフェニコール (C P ), ジヒドロス トレプ トマイシン
( S M ), テ トラサイクリン (T C ) の作用について詳述 したものであって, まず大腸菌群細菌による糖お
よび各種の有機酸の酸化醗酵において, アルファ ･ ケ トグルタル酸の酸化分解を選択的に促進するS M の
特性を兄いだし, ついで C P についてはクエン酸の生産を増加する一新現象を証明し, さらにT C による
末端化合物 (たとえばフマル酸, 酢酸など) の呼吸阻害を推論するなど, 糖代謝に対する抗生物質の作用
機作の解明に寄与 したばかりでなく, A erobacter aerogenes による L -バ リンの蓄積現象が C P によって
起こることを発見 して窒素代謝に関する新 しい知見を加えたものである｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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